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現状と課題 （平成２５年第５次山形村総合計画より抜粋） 

山形村では、国が示した「知の循環型社会」の構築の重要性から、平成１５年３月に「山形村生涯学

習基本構想・計画」を策定し、学級 講座等を開催してきました。そして、社会教育の中核である公

民館では、地域の課題を拾い村民ニーズを把握して多種多様な学級・講座を開催してきています。 

しかし、その後の社会構造や地域社会の変容など（下記の３点）から、近年の学習ニーズ等に対応で

きる生涯学習基本構想を見直し、このような視点から総合的な学習環境づくりを進めていくことが求

められています。 

○生涯にわたって、あらゆる機会と場所で学習ができる社会の実現が求められていること 

   ○社会・経済情勢の急速な変化の中で、学習課題の多様化や高度化に伴う適切な対応や指導者の 

確保、学びの成果を地域活動に生かす学習環境づくりが求められていること 

   ○生涯学習の施設については整備充実が図られてきているが、老朽化への対応が必要であること 

  そのために、次の主要施策についてその実現を図ります。 

① 生涯学習に関する指針の見直し 

・総合的な学習環境づくりを進めていくための基本構想を見直す。 

② 生涯学習を支える施設の整備充実 

・公民館をはじめとする生涯学習関連施設についての安全安心を基本とした施設設備の 

整備充実を図る。 

③ 指導者の育成、確保と活用 

・学びの成果を地域活動に生かすためのリーダーバンク登録の積極的な働きかけや学校 

支援地域本部などの活動の場づくりを推進する。 

④ 特色ある学級 講座等の開催 

・村民の学習課題や地域課題の的確な把握及び多彩で特色ある学級 講座等を開催する。 

⑤ 関係団体の育成 

・社会教育団体や自主的な学習団体、サークル等の育成と各種活動を活発化する。 

⑥ 図書館の充実と読書活動の促進 

・村民ニーズに即した蔵書の充実をはじめ、企画展の開催や図書館ボランティアの育成 

活用等の推進、読書活動など生涯学習推進の一つの拠点としての機能強化及び利用促進

を図る。 

・読書活動推進計画に基づいた保小中等との連携と子どもの読書活動の推進を図る。 

 

生涯学習基本理念  

いつでも どこでも だれでも 

                   学び つながり 活
い

かす 生涯学習をめざして  

 

     一人一人が、自己の人格を磨き生きがいのある豊かな人生をおくるために、あらゆる場所や 

機会を活用して いつでも どこでも だれでも 生涯にわたって人や地域と関わって学び、学習し

た成果を社会に還元し、学び つながり 活かす ＜知の循環型社会＞ をめざします。 

さらに、これまで行われてきている学級 講座的な学びを継続しながら、外部機関と連携して

地域資源の再発見や地域の課題解決に向けたワークショップを実施するなどして学びの絆 

で地域の教育力の向上を図ります。 



 

 

 



生涯学習を取り巻く環境 

社会環境が大きく変化する中、山形村においても高齢化の進行とともに世帯構成も変化し、連帯 

意識や地域互助精神の希薄化が指摘されるようになってきました。「人は環境の子なり」といわれ 

るように、知の循環を図るには学びの成果が地域の活動に生かせる環境づくりと、学習の必要性 

を共通理解した上で無理のない関係機関の連携が求められます。 

 

 

生涯学習（ライフロング・ラーニング）とは 

   ○自己の充実・啓発や生活の向上のため、個人の自発的意志に基づいて行うことを基本とするも 

ので、その個人の生涯にわたって行われるすべての学習をいいます。 

   ○自己に適した手段・方法で必要に応じて行われるもので、内容は、文化・福祉・労働など社会 

の全分野にわたります。 

   ○学校教育や社会教育など意図的・組織的に行われる学習はもちろん、日常的に行われる家庭で 

のしつけや教育・スポーツ・文化・趣味・レクレーション・ボランティアなど幅広い活動が含 

まれ、長い人生の節目や継続して行われる教育、あるいは学習のすべてが生涯学習として位置 

づけられます。 

 

 

生涯学習の必要性 

社会・経済の変化に対応するため、人々は絶えず新しい知識や技術の習得を迫られています。そ 

して、自由時間の増大などの社会の成熟化に伴い、心の豊かさや生きがいのための学習需要が増 

大しています。生涯学習の基盤を整備し、学歴だけでなく様々な「学習の成果」が適切に評価さ 

れる社会を築いていくことは、これまで進められてきている教育改革の課題の一つである学歴社 

会の弊害の是正にもつながるものと考えます。 
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